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概要 
欧米を対象とした、配偶者選択における社会学習に

関する実証実験において、魅力的な個体の選択は模倣
されやすいという結果が多く出ている。本研究では、
配偶者選択における社会学習行動が人類に普遍的な行
動なのかを明らかにすることを目的に、これまで実験
の対象となっていなかった日本人においても、同様の
傾向が見られるのかを調べる実験を行った。実験の結
果、日本人においても欧米と同様の傾向が認められ、
本行動の普遍性が示唆された。 
 
キーワード：配偶者選択、社会学習、顔魅力、模倣行
動、長期的魅力 

1. はじめに 

配偶者選択は、ヒトにおける最も判断が難しく重要

な選択の一つである。ヒトを含む生物は自らの力で大

きな利益を得られるような判断を行うことのコストが

大きいとき、社会学習を行い、他者を模倣することで

効率的に利益を得ようとすることが示されている

(Richerson & Boyd, 2005[1])。配偶者選択における他

者の模倣行動は、mate choice copyingと呼ばれ、適応

度を上げるための行動であり、進化という観点から説

明ができる行動だととらえられている。 

Mate choice copying は鳥類や魚類などで多く研究

されており、他個体とつがいになっている個体をそう

でない個体よりも配偶相手として選択しやすい傾向が

観察されている(魚類：Alonzo, 2008[2]; Dugatkin, 

1992[3]等, 鳥類：Gibson et al., 1991[4]; Swaddle et 

al., 2005[5]等)。Mate choice copyingが起こりやすい

個体の傾向も研究されている。模倣する側の特徴とし

ては、自身に高い利得をもたらす配偶者を選択する能

力が低いと思われる低年齢の個体において模倣行動は

観察されやすい傾向が示されている(Dugatkin and 

Godin, 1993[6])。一方で、模倣される側（以下model

と呼ぶこととする）の特徴としては、魚類等において

高齢の個体の選択の方が若い個体の選択よりも模倣さ

れやすいという傾向が示されている（Amlacher and 

Dugatkin, 2005[7]; Dugatkin and Godin, 1993[6]等）。

高齢の個体の方が配偶者選択の経験も豊富なため、質

の高い個体を配偶相手として選択している可能性が高

いためだと推測できる。 

動物において観察された上述の mate choice 

copying の傾向は、ヒトにおいても観察されている

(Jones et al., 2007[8]; Little et al., 2008[9]; 

Waynforth, 2007[10])。多くの研究で、評価対象の顔画

像を単独で提示した状態で魅力評価を行った場合より

も、異性の顔画像を共に提示した状態で魅力評価を行

ったときの方が高い評価をつけるという結果となって

いる。顔画像を共に提示したということが、異性のパ

ートナーの存在を感じさせる効果をもたらしていると

考えられる。ヒトにおいてmate choice copyingの起こ

りやすさに影響を与える要素についても検討が行われ

ている。模倣する側の性質としては、年齢が低い個体

や性的経験の少ない個体において模倣行動は観察され

ることが多く (Little et al., 2015[11]; Waynforth, 

2007[10])、模倣される側の性質としては、魅力的な個

体や人気の高い個体が模倣されやすい傾向があること

が示されている（Sigall and Landy, 1973[12], Little et 

al. ,2015[11]）。 

ヒトにおけるmate choice copyingの傾向について

調べられた先行研究の多くは、欧米の被験者を対象と

して行われている。Mate choice copyingが進化的な行

動であることを検証するためには、幅広い集団におい

て観察されていることを確認する必要がある。そこで、

本研究では日本人におけるmate choice copyingの傾

向について検証することを試みた。日本におけるmate 

choice copyingの傾向としては、Nojo et al.(2022)[13]

の沖縄特徴顔、本土特徴顔をmodelとした研究があり、

そこでは評価対象の顔画像を単独で提示した状態で顔

を評価するよりも、複数の異性の顔を共に提示した状
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態で評価したほうが高い評価をつける傾向があること

が示されており、mate choice copyingが行われている

可能性が示唆されている。一方で、model の性質とし

て本土特徴顔、沖縄特徴顔を用いており、複数の顔を

model として同時に提示していることもあり、先行研

究で観察されているような model の魅力が mate 

choice copying の起こりやすさに影響を与えているか

ははっきりとは検証できていない。 

本研究では日本人の高校生男女を対象として model

の魅力が顔魅力評価に影響があるのかを実験により検

証した。魅力を付したmodelの顔画像を一緒に提示し

たときに、高い魅力のmodelとともに提示した顔の方

が低い魅力のmodelとともに提示した顔よりも高く評

価される傾向があるのかを調べた結果、model の魅力

による効果が一部で確認された。日本人を対象として、

欧米において観察されているものと同様の mate 

choice copying の効果が見られるのかを調べた研究は

発表者の知る限り他になく、本研究の成果は mate 

choice copying の普遍性を明らかにするための貴重な

材料となることが期待できる。 

2. 実験手法 

本研究では、評価する顔画像（以下 target と呼ぶ）

の魅力評価時に、ともに提示した異性の model の魅力

により影響の受けやすさが変わるのかを検証する実験

を行った。Target 及び model の顔画像は日本人男性 30

名（21－39歳，平均=29.14歳，標準偏差=4.79）及び日

本人女性 30 名（18－38 歳，平均=26.48 歳，標準偏差

=6.25）の顔写真から作成した顔画像を用いた．性別ご

とに，ランダムに 3枚ずつ合成した平均顔を 10個ずつ

作成した． 

Target の画像 1 枚を左側に， model の顔画像 1 枚を

右側に並べたシートを 10枚作製した．Modelの顔画像

には 1~7 の間でランダムに架空の魅力スコアを割り当

てた．Modelの魅力は、5枚が 3.5以上となり、残りの

5枚が 3.5未満となるように魅力を割り当てた。割り当

てた魅力スコアは視覚的にわかりやすいよう，星の個

数で示した．Targetを異性、modelを同性とした場合の

シートの例を図 1に示す。 

シート 10 枚を 1 セットとして、実験参加者に魅力

targetの顔画像の魅力を 1（全く魅力的でない）~7（非

常に魅力的）で評価してもらった．魅力評価の方法と

しては、長期的魅力の判断においてmate choice copying

が起こりやすいという先行研究の結果より、長期的魅

力を用いた(Little et al., 2008[9])。長期的魅力は，「長期

的魅力とは，例えば結婚や同棲等，長く関係を持つこ

とを考えた時の魅力です．」と説明文を記載した． 

 

図 1 実験で用いた刺激画像例 

各シートのセットを評価した実験参加者の性別及び

人数を表 1に示す。 

表 1 実験参加者の内訳 

Target Model 男性参加者 女性参加者 

男性 女性 60名 

（平均=16.8 歳、

標準偏差=1.0） 

39名 

（平均=16.6 歳、

標準偏差=1.1） 

女性 男性 46名 

（平均=16.8 歳、

標準偏差=1.2） 

48名 

（平均=16.6 歳、

標準偏差=1.1） 

Model の顔画像のうち，最も魅力の高かった顔 3 枚

を高魅力群，最も魅力が低い 3 枚を低魅力群，それ以

外のものからランダムに 3 枚を選んだものを中間魅力

群として，ペアで提示された顔写真の魅力と target の

魅力評価に関連が見られるかを分析した．高魅力群の

targetの魅力評価の平均値，低魅力群の targetの魅力評

価の平均値及び中間魅力群の target の魅力評価の平均

値を実験参加者ごとに算出した．目的変数を評価の平

均値，説明変数をModel の魅力，実験参加者の年齢を

として線形混合モデルで分析を行い，model の魅力に

より targetの魅力評価に差が見られるのかを検証した．

分析に用いたモデル式を以下に示す． 

rating=b_0+b_1*model+b_2*age+ r_i (1) 

ここで，rating は魅力評価の平均点，model は model

の魅力を表す群となっており，低魅力群を 0,中間魅力

群を 1,高魅力群を 2とコードしている．ageは実験参加

者の年齢を表す．r_i は個体差を表し，正規分布 N(0,

σ2)  に従うとする． 
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3. 結果 

線形混合モデルによる分析の結果を表 2に示す。 

表 2 線形混合モデルの結果 

Target Model 係数 男性 女性 

男性 女性 b0 3.588** 3.114** 

b1 0.022 0.212** 

b2 -0.099 -0.129 

b3 -0.123* -0.063 

σ 0.875** 0.825** 

女性 男性 b0 3.145** 3.617** 

b1 0.129* -0.007 

b2 0.254 -0.128 

b3 -0.050 -0.048 

σ 1.192** 0.964** 

*p<0.05, **p<0.001 

 

異性を target とした魅力評価においては、男女とも

にmodelの固定効果が見られた(男性：b1=0.129, t=2.283， 

p=0.025、女性：b1=0.212, t=4.170， p<0.001)。ともに

Modelの魅力が高い方がtargetの魅力を高く評価する傾

向が観察された(図 2,図 3)。 

同性を target とした魅力評価においては、男女とも

に model の固定効果は認められなかったが、男性にお

いて model の魅力と実験参加者の年齢において有意な

交互作用が認められた(b3=-0.123, t=-2.457,p=0.015)。

Modelの魅力ごとの targetの魅力評価の平均を図4及び

図 5 に示す．年齢の-1SD 及び+1SD のポイントで単純

効果分析を行った結果，-1SDの低年齢群においては有

意とはならなかったものの，model の魅力の効果を表

す係数の推定値は正の値となり(b1=0.149, t=1.880， 

p=0.063)，+1SDの高年齢群においては，有意ではない

ものの，model の魅力の効果を表す係数の推定値は負

の値となった(b1=-0.104, t=-1.823, p=0.071)．各年齢群に

おけるmodelの魅力の効果を表すグラフを図6に示す．

低年齢群では model の魅力が高いほど魅力評価の値が

高くなっており，高年齢群では model の魅力が高いと

魅力評価の値が低くなっていることが分かる． 

 

図 2 Modelの魅力ごとの異性の targetの魅力評価

の平均値＋標準誤差（男性） 

 

図 3 Modelの魅力ごとの異性の targetの魅力評

価の平均値＋標準誤差（女性） 

 

図 4  Modelの魅力ごとの同性の targetの魅力

評価の平均値＋標準誤差（男性） 
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図 5  Modelの魅力ごとの同性の targetの魅力評

価の平均値＋標準誤差（女性） 

 

図 6 男性の同性顔魅力評価における単純効果分析 

 

4. 考察 

本研究では日本人に焦点をあてて mate choice 

copyingの傾向について検証してきた．実験の結果，日

本人において，男女ともに魅力が高いとラベリングさ

れた同性の model とともに提示された異性の顔は，魅

力が低いとラベリングされた model とともに提示され

た異性の顔よりも魅力が高いと評価される傾向が示さ

れた．この効果は異性の魅力を評価するときのみに見

られ，配偶者選択においては他の選択と比較してmodel

の魅力が影響を与えやすいという可能性が示唆された． 

異性の顔の評価時に魅力の高い model の方がそうで

ない model よりも影響が大きいというのは Little et 

al.(2015)の傾向と一致しており、日本人においても先行

研究と同様のmate choice copyingの傾向が見られると

いうことを示している。本結果は、魅力の高い model

でよりmate choice copyingが起こりやすいという傾向

が集団に依らず普遍的に見られることを示唆している。 

同性の顔魅力評価時に model の魅力の固定効果が見

られないという傾向も Little et. al. (2015) [11]と一致し

ている。Model の魅力を考慮に入れるのは配偶者選択

の場面においてのみということを示す一方で、男性に

おいては実験参加者の年齢と model の魅力の間の交互

作用が観察されている。このような結果になった理由

の一つとして，今回対象とした実験参加者の年代にお

いては，異性の魅力を評価する際には実験参加者間で

大きな経験の差異は見られなかったが，同性の魅力を

評価するという観点においては実験参加者間で経験量

の差異が見られた可能性が考えられる．特に低年齢層

においては，異性と接する時間よりも同性と接する時

間が絶対的に長いことが考えられ，異性の魅力判断に

おいては他者の魅力評価を参考にする必要があるもの

の，年齢が上がるにつれて同性の魅力評価に関しては

他者の判断に影響を受けなくなる可能性がある．本結

果は，mate choice copyingが異性の顔という特異的な対

象に対して起こりやすい社会学習だというこれまでの

考え方を検討しなおす必要があるということを示唆し

ている． 

5. まとめ 

本研究では、日本人高校生を対象に mate choice 

copyingに関する実験を行い、日本人においても欧米で

見られるのと同様のmate choice copyingの傾向が認め

られることを示した。本結果は、mate choice copyingが

集団に依らず普遍的に見られる行動である可能性を示

唆している。欧米以外におけるmate choice copyingの結

果はまだまだ少なく、mate choice copyingの普遍性を明

らかにするためには、今後も様々な集団や実験参加者

の特性を調べるなど、検討を継続していく必要がある

だろう。 
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